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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１情報を表示する第１表示部と、前記第１情報とは異なる第２情報を表示する第２表
示部とを有する表示装置であって、
　前記第１表示部は、互いに並列に接続されて互いに波長が異なるＬＥＤチップから構成
される第１の表示用光源及び第２の表示用光源を少なくとも備えるとともに、
　前記第１の表示用光源を駆動させる第１スイッチ手段と、前記第２の表示用光源を駆動
させる第２スイッチ手段とを開閉させる開閉制御手段を備え、
　前記第１の表示用光源に直列に接続された第１スイッチ手段と、前記第２の表示用光源
に直列に接続された第２スイッチ手段とが並列に接続されるとともに、
　前記第２表示部はＬＥＤチップから構成される第２表示部表示用光源を有し、前記第２
表示部表示用光源が、前記第１スイッチ手段と前記第２スイッチ手段とに接続された電流
路に直列に接続される構成であって、
　前記開閉制御手段は、前記第１スイッチ手段を開閉させて前記第１の表示用光源をパル
ス点灯させる第１開閉制御と、前記第２スイッチ手段を開閉させて前記第２の表示用光源
をパルス点灯させる第２開閉制御と、前記第１及び第２スイッチ手段を開閉させて前記第
１及び第２の表示用光源をパルス点灯させる第３開閉制御とを選択して実行し、
　前記開閉制御手段は、前記第３開閉制御を実行する場合には、前記第２表示部表示用光
源に流れる電流の総和が一定となるように前記第１及び第２の表示用光源のパルスデュー
ティを変更することを特徴とする表示装置。
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【請求項２】
　前記第１表示部は、表示側とは反対側の背面側に前記第１及び第２の表示用光源を備え
る液晶パネルによって構成され、前記第２表示部は、表示側とは反対側の背面側に前記第
２表示部表示用光源を備える液晶パネルによって構成されることを特徴とする請求項１に
記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第２表示部表示用光源は、互いに波長が異なるＬＥＤチップから構成される第３の
表示用光源及び第４の表示用光源によって構成され、
　前記第３の表示用光源に直列に接続された第３スイッチ手段と、前記第４の表示用光源
に直列に接続された第４スイッチ手段とが並列に接続されることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の表示装置を有し被検出物の状態を検出して前
記第１表示部に表示する検出センサであって、
　被検出物の検出状態に対応させた検出信号を出力する検出手段と、
　前記検出信号の大きさと対比する閾値を設定する設定手段と、
　前記検出信号の大きさを前記閾値と対比して前記被検出物の状態を判定する判定手段と
、
　前記検出信号の大きさが前記閾値を超過する場合と、前記検出信号の大きさが前記閾値
を超過しない場合とでは、前記第１もしくは第２の表示用光源を点灯させて前記検出信号
の大きさを前記第１表示部に異なる色で表示するように制御する表示制御手段と
　を備えることを特徴とする検出センサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及び当該装置を有する検出センサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、消費電力を少なくして複数の表示用光源であるＬＥＤを点灯させる方法が知ら
れている（特許文献１参照。）。この方法は、２つのＬＥＤを直列に接続するとともに、
各ＬＥＤの間に定電流源を設け、各ＬＥＤと並列にスイッチをそれぞれ接続したものであ
る。この方法によれば、特許文献１の図２に示すような２つのＬＥＤを並列に接続して点
灯させる場合に比べ、消費電力を低減させることができる。
【０００３】
　ところで、圧力センサ等の検出センサは、検出状態を正確に把握するため、検出圧力値
等の多くの情報を表示させることが求められる。この検出センサは、多くの情報を表示さ
せるため、複数の表示部を設けることが好ましい。
【特許文献１】実開平７－４２９６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、この検出センサは、複数の表示部を設け、各表示部毎に電流路を設ける
と、電流路毎に表示用光源のスイッチ手段（例えばトランジスタ）等を設けなけらばなら
ず、当該スイッチ手段等の部品点数が増加してしまうものであった。また、この検出セン
サは、複数の表示部を設けるために各表示部毎に電流路を設けると、当該電流路に電流を
流することが必要となり、消費電力が増加してしまうものであった。
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑み提案されたものであって、部品点数を増加させること
がなく消費電力が増加することを防いで複数の表示部を設けた表示装置及び当該装置を有
する検出センサを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１の発明に係る表示装置は、第１情報を表示する第１表示部と、前記第１情報と
は異なる第２情報を表示する第２表示部とを有する表示装置であって、前記第１表示部は
、互いに並列に接続されて互いに波長が異なるＬＥＤチップから構成される第１の表示用
光源及び第２の表示用光源を少なくとも備えるとともに、前記第１の表示用光源を駆動さ
せる第１スイッチ手段と、前記第２の表示用光源を駆動させる第２スイッチ手段とを開閉
させる開閉制御手段を備え、前記第１の表示用光源に直列に接続された第１スイッチ手段
と、前記第２の表示用光源に直列に接続された第２スイッチ手段とが並列に接続されると
ともに、前記第２表示部はＬＥＤチップから構成される第２表示部表示用光源を有し、前
記第２表示部表示用光源が、前記第１スイッチ手段と前記第２スイッチ手段とに接続され
た電流路に直列に接続される構成であって、前記開閉制御手段は、前記第１スイッチ手段
を開閉させて前記第１の表示用光源をパルス点灯させる第１開閉制御と、前記第２スイッ
チ手段を開閉させて前記第２の表示用光源をパルス点灯させる第２開閉制御と、前記第１
及び第２スイッチ手段を開閉させて前記第１及び第２の表示用光源をパルス点灯させる第
３開閉制御とを選択して実行し、前記開閉制御手段は、前記第３開閉制御を実行する場合
には、前記第２表示部表示用光源に流れる電流の総和が一定となるように前記第１及び第
２の表示用光源のパルスデューティを変更することを特徴とする。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１において、前記第１表示部は、表示側とは反対側の背面側
に前記第１及び第２の表示用光源を備える液晶パネルによって構成され、前記第２表示部
は、表示側とは反対側の背面側に前記第２表示部表示用光源を備える液晶パネルによって
構成されることを特徴とする。
【０００９】
　請求項３の発明は、請求項１または請求項２において、前記第２表示部表示用光源は、
互いに波長が異なるＬＥＤチップから構成される第３の表示用光源及び第４の表示用光源
によって構成され、前記第３の表示用光源に直列に接続された第３スイッチ手段と、前記
第４の表示用光源に直列に接続された第４スイッチ手段とが並列に接続されることを特徴
とする。
【００１０】
　請求項４の発明は、請求項１から請求項３のいずれかに記載の表示装置を有し被検出物
の状態を検出して前記第１表示部に表示する検出センサであって、被検出物の検出状態に
対応させた検出信号を出力する検出手段と、前記検出信号の大きさと対比する閾値を設定
する設定手段と、前記検出信号の大きさを前記閾値と対比して前記被検出物の状態を判定
する判定手段と、前記検出信号の大きさが前記閾値を超過する場合と、前記検出信号の大
きさが前記閾値を超過しない場合とでは、前記第１もしくは第２の表示用光源を点灯させ
て前記検出信号の大きさを前記第１表示部に異なる色で表示するように制御する表示制御
手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　＜請求項１の発明＞
　本発明によれば、第２表示部表示用光源を、第１スイッチ手段と第２スイッチ手段とに
接続された電流路と直列に接続したことから、前記第２表示部表示用光源のスイッチ手段
を設けることなく部品点数が増加することを防ぐことができるとともに、第１表示部とは
別個の電流路を設けることなく前記第２表示部表示用光源に電力を供給することができる
ため、別個の電流路に電流を流すことなく消費電力が増加することを防ぎながら複数の表
示部（第１表示部，第２表示部）を設けることができる。
【００１２】
　また、開閉制御手段が、第３開閉制御を実行する場合には、第１及び第２の表示用光源
のパルスデューティを変更して第２表示部表示用光源に流れる電流の総和が一定となるよ
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うにすることから、前記第１及び第２の表示用光源のパルスデューティを変更することが
あっても、第２表示部の明るさを一定に保つことができる。
【００１３】
　＜請求項２の発明＞
　本発明によれば、第１及び第２表示部が、それぞれ液晶パネルによって構成されること
から、７セグメント表示部を有する表示装置に比べて表示用光源の数を少なして部品点数
が増加することがなく消費電力（供給電流）を減少させることができ、第１及び第２の表
示用光源及び第２表示部表示用光源への電気配線が複雑となることを防ぐことができる。
【００１４】
　＜請求項３の発明＞
　本発明によれば、第３の表示用光源に直列に接続された第３スイッチ手段と、第４の表
示用光源に直列に接続された第４スイッチ手段とが並列に接続されることから、前記第３
及び第４スイッチ手段を同時に閉状態にさせることもでき、前記第３及び第４の表示用光
源を同時に点灯させて合成した色で第２表示部を発光させることができる。
【００１５】
　＜請求項４の発明＞
　本発明の検出センサによれば、表示制御手段は、検出信号の大きさが閾値を超過する場
合と、検出信号の大きさが閾値を超過しない場合とでは、前記検出信号の大きさを第１表
示部に異なる色で表示するように制御することから、第１表示部の表示色によって、検出
信号の大きさが閾値を超過あるいは超過していないことを判別することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　＜実施形態１＞
　本発明の表示装置１及び当該装置１を有する検出センサ５０を、図１～図５を参照しつ
つ説明する。
１．表示装置の構成
　図１は、実施形態１の表示装置１の電気的な構成を示すものである。この表示装置１は
、図示するように、第１表示部１０と、第２表示部２０と、ＣＰＵ３０とを備える。
【００１７】
　第１表示部１０は、図示するように、２つの赤色ＬＥＤチップＲ１がそれぞれ直列に接
続された第１赤色点灯部１１，第２赤色点灯部１２と、２つの緑色ＬＥＤチップＧ２がそ
れぞれ直列に接続された第１緑色点灯部１３，第２緑色点灯部１４とを有する。各点灯部
１１～１４は、図示するように、並列に接続されるとともに、定電流源１５を介して電源
ラインと接続されている。なお、第１及び第２赤色点灯部１１，１２は第１の表示用光源
、第１及び第２緑色点灯部１３，１４は第２の表示用光源にそれぞれ相当する。
【００１８】
　ＣＰＵ３０は、図示するように、出力ポートＰ１～Ｐ４を有する。各出力ポートＰ１～
Ｐ４は、第１赤色点灯部１１と直列に接続されたトランジスタＴｒ１１、第２赤色点灯部
１２と直列に接続されたトランジスタＴｒ１２、第１緑色点灯部１３と直列に接続された
トランジスタＴｒ２１、第２緑色点灯部１４と直列に接続されたトランジスタＴｒ２２と
それぞれ接続されている。隣接するトランジスタＴｒ１１，２１及びトランジスタＴｒ１
２，２２は、エミッタ同士を共通接続し、それぞれ並列に接続されている。トランジスタ
Ｔｒ１１，１２及びトランジスタＴｒ２１，２２は、ＣＰＵ３０がＨレベルの動作信号を
出力ポートＰ１～Ｐ４から出力すると、ＯＮ状態となる。一方、トランジスタＴｒ１１，
２１及びトランジスタＴｒ２１，２２は、ＣＰＵ３０がＬレベルの動作信号を出力ポート
Ｐ１～Ｐ４から出力すると、ＯＦＦ状態となる。なお、このトランジスタＴｒ１１，１２
は第１スイッチ手段、トランジスタＴｒ２１，２２は第２スイッチ手段、ＣＰＵ３０は開
閉制御手段にそれぞれ相当する。
【００１９】
　第２表示部２０は、図示するように、第１緑色点灯部２１を構成する緑色ＬＥＤチップ
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Ｇ３と、第２緑色点灯部２２を構成する緑色ＬＥＤチップＧ３とを有する。第１及び第２
緑色点灯部２１，２２は、トランジスタＴｒ１１，２１のエミッタ同士の共通接続点及び
トランジスタＴｒ１２，２２のエミッタ同士の共通接続点よりも電流流通方向Ｘの下流側
に接続されている。第１緑色点灯部２１及び第２緑色点灯部２２は、電流流通方向Ｘの下
流側で並列に接続され、接地されている。なお、第１及び第２緑色点灯部２１，２２は、
第２表示部表示用光源に相当する。
【００２０】
２．表示装置の動作
　この表示装置１は、第１表示部１０の第１及び第２赤色点灯部１１，１２、第１及び第
２緑色点灯部１３，１４、第２表示部２０の第１及び第２緑色点灯部２１，２２を点灯さ
せる場合には、ＣＰＵ３０が、Ｈレベルの動作信号を、各出力ポートＰ１～Ｐ４と接続さ
れた各トランジスタＴｒ１１，１２、Ｔｒ２１，２２のベースＢ１～Ｂ４に出力する。各
トランジスタＴｒ１１等は、Ｈレベルの動作信号がベースＢ１～Ｂ４に入力されてＯＮ状
態となる。
【００２１】
　第１電流路Ｌ１に直列に接続されたトランジスタＴｒ１１がＯＮ状態になると、電流が
、定電流源１５、第１赤色点灯部１１、トランジスタＴｒ１１、第１緑色点灯部２１を経
てＸ方向に流れる。第２電流路Ｌ２に直列に接続されたトランジスタＴｒ２１がＯＮ状態
になると、電流が、定電流源１５、第１緑色点灯部１３、トランジスタＴｒ２１、第１電
流路Ｌ１に接続された第１緑色点灯部２１を経てＸ方向に流れる。
【００２２】
　また、第３電流路Ｌ３に直列に接続されたトランジスタＴｒ１２がＯＮ状態になると、
電流が、定電流源１５、第２緑色点灯部１２、トランジスタＴｒ１２、第２緑色点灯部２
２、電流路Ｌ１を経てＸ方向に流れる。第４電流路Ｌ４に直列に接続されたトランジスタ
Ｔｒ２２がＯＮ状態になると、電流が、定電流源１５、第２緑色点灯部１４、トランジス
タＴｒ２２、第３電流路Ｌ３に接続された第２緑色点灯部２２、第１電流路Ｌ１を経てＸ
方向に流れる。
【００２３】
　各電流路Ｌ１～Ｌ４に電流が流れると、第１及び第２赤色点灯部１１，１２、第１及び
第２緑色点灯部１３，１４、第１及び第２緑色点灯部２１，２２が点灯する。この表示装
置１は、ＣＰＵ３０が、Ｈレベルの出力信号を各出力ポートＰ１～Ｐ４毎に出力するか否
かを決定することにより、第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２又は緑色点灯部１３，
１４、第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２を点灯させたり（本発明の第１開閉制御又
は第２開閉制御）、当該表示部１０の赤色点灯部１１，１２及び緑色点灯部１３，１４、
第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２を点灯させること（本発明の第３開閉制御）がで
きる。第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２は、図１から理解できるように、電流が、
電流路Ｌ１，Ｌ２のいずれか一方又は電流路Ｌ３，Ｌ４のいずれか一方を流れることによ
り、点灯させることができる。
【００２４】
　一方、この表示装置１は、第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２、緑色点灯部１３，
１４及び第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２を点灯させない場合には、ＣＰＵ３０が
、Ｌレベルの動作信号を、各出力ポートＰ１～Ｐ４と接続された各トランジスタＴｒ１１
，１２、Ｔｒ２１，２２のベースＢ１～Ｂ４に出力する。各トランジスタＴｒ１１等は、
Ｌレベルの信号がベースＢ１～Ｂ４に入力されてＯＦＦ状態となる。
【００２５】
　各電流路Ｌ１～Ｌ４に直列に接続されたトランジスタＴｒ１１等がＯＦＦ状態になると
、電流が各電流路Ｌ１～Ｌ４を流れることがない。これによって、赤色点灯部１１，１２
、緑色点灯部１３，１４、緑色点灯部２１，２２が消灯する。この表示装置１は、ＣＰＵ
３０が、Ｌレベルの出力信号を各出力ポートＰ１～Ｐ４毎に出力するか否か決定すること
により、第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２又は緑色点灯部１３，１４、第２表示部
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２０の緑色点灯部２１，２２を消灯させたり（前記第１開閉制御又は第２開閉制御）、当
該表示部１０の赤色点灯部１１，１２及び緑色点灯部１３，１４、当該表示部２０の緑色
点灯部２１，２２を消灯させる（前記第３開閉制御）ができる。
【００２６】
　図２は、ＣＰＵ３０が実行する第１開閉制御及び第３開閉制御の一例を示すタイムチャ
ートである。第１開閉制御においては、トランジスタＴｒ１１，１２が、ＣＰＵ３０によ
って、Ｈレベル又はＬレベル信号を入力されてＯＮ－ＯＦＦ状態となり、図２（ａ）に図
示するように、パルス電流Ｐ１１，Ｐ１２が、それぞれ第１電流路Ｌ１，第３電流路Ｌ３
に流れる。パルス電流Ｐ１１，Ｐ１２が第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３を流れることによ
り、第１及び第３の電流路Ｌ１，Ｌ３にそれぞれ直列に接続された赤色点灯部１１，１２
が、パルス点灯する。第１表示部１０は、赤色点灯部１１，１２がパルス点灯することに
より、赤色で発光する。
【００２７】
　第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３を流れるパルス電流Ｐ１１，Ｐ１２は、図２（ｃ）に図
示するように、電流流通方向の下流側で当該電流路Ｌ１，Ｌ３にそれぞれ直列に接続され
た緑色点灯部２１，２２を流れる。第２表示部２０は、緑色点灯部２１，２２がパルス点
灯することにより、緑色で発光する。
【００２８】
　第３開閉制御においては、トランジスタＴｒ１１，１２、Ｔｒ２１，２２が、ＣＰＵ３
０によって、Ｈレベル又はＬレベルの動作信号を入力されてＯＮ－ＯＦＦ状態となり、図
２（ｂ）に図示するように、パルス電流Ｐ１３～Ｐ１６が、それぞれ各電流路Ｌ１～Ｌ４
に流れる。パルス電流Ｐ１３～Ｐ１６が各電流路Ｌ１～Ｌ４を流れることにより、各電流
路Ｌ１～Ｌ４にそれぞれ接続された赤色点灯部１１，１２及び緑色点灯部１３，１４が、
パルス点灯する。第１表示部１０は、赤色と緑色を合成した黄色で発光する。
【００２９】
　ＣＰＵ３０は、図２（ａ）及び（ｂ）に図示するように、第１表示部１０を黄色で発光
させるため、パルス電流Ｐ１３，Ｐ１４の総和が第１開閉制御の場合のパルス電流Ｐ１１
と同じになり、当該パルス電流Ｐ１３，Ｐ１４のパルスデューティが同じになるように、
Ｈレベル又はＬレベルの動作信号の送信間隔を変更する制御（ＰＷＭ制御）を行う。
【００３０】
　第１及び第２電流路Ｌ１，Ｌ２に流れるパルス電流Ｐ１３，Ｐ１４は、図２（ｃ）図示
するように、当該第１電流路Ｌ１と第２電流路Ｌ２とに接続された第１緑色点灯部２１を
流れる。第２表示部２０は、第１緑色点灯部２１が、パルス電流Ｐ１１と同じ電流量であ
るパルス電流Ｐ１３，Ｐ１４によって点灯することにより、第１開閉制御の場合と同じ明
るさで発光する。
【００３１】
　ＣＰＵ３０は、図示するように、ＰＷＭ制御を行うことにより、パルス電流Ｐ１５，Ｐ
１６の総和が第１開閉制御の場合のパルス電流Ｐ１２と同じにするとともに、当該パルス
電流Ｐ１５，Ｐ１６のパルスデューティを同じにした。第３及び第４電流路Ｌ３，Ｌ４に
流れるパルス電流Ｐ１５，Ｐ１６は、図２（ｃ）に図示するように、当該第３電流路Ｌ３
と第４電流路Ｌ４とに接続された第２緑色点灯部２２を流れる。第２表示部２０は、第２
緑色点灯部２２が、パルス電流Ｐ１２と同じ電流量であるパルス電流Ｐ１５，Ｐ１６によ
って点灯することにより、第１開閉制御の場合と同じ明るさで発光する。
【００３２】
３．圧力センサの構成
　この実施形態では、検出センサを、圧力センサ５０を例に挙げて説明する。この圧力セ
ンサ５０は、例えば、真空成形を行う際に、キャビティ内の真空度を測定するために使用
される。この圧力センサ５０は、図３に図示するように、箱型のセンサ本体部６０を備え
る。圧力センサ５０は、図示するように、基準圧力値（第２情報、閾値に相当する。）や
測定結果（第１情報に相当する。）を表示する前面パネル７０が、センサ本体６０の前面
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に設けられている。
【００３３】
　圧力センサ５０は、電源ラインを接続するための電源接続部６０Ａ、圧力導入ポート６
０Ｂが背面に配置されている。圧力導入ポート６０Ｂは、チューブ（図示せず。）が、継
手を介して接続される。この圧力センサ５０は、前記キャビティの内圧が、チューブ、圧
力導入ポート６０Ｂを通じてセンサ本体部６０に取り込まれる。
【００３４】
　図４及び図５は、圧力センサ５０の電気的な構成を示すものである。符号１０は第１表
示部、符号２０は第２表示部、符号３０はＣＰＵ（判定手段及び表示制御手段に相当する
。）、６１は圧力検出部（検出手段に相当する。）、８１は基準圧力値設定スイッチ（設
定手段に相当する。）、８２は切替スイッチである。
【００３５】
　基準圧力値設定スイッチ８１は、測定を開始する前に、基準圧力値(閾値に相当する。
）を設定するものである。この基準圧力値設定スイッチ８１は、図３に図示するように、
一対の上下キーｋ１、ｋ２によって構成され、表示部１０，２０に隣接して配置される。
基準圧力値は、上下キーｋ１、ｋ２を押することにより、測定対象に応じて変更される。
【００３６】
　基準圧力値は、基準圧力値設定スイッチ８１によって設定されると、ＣＰＵ３０を経由
してメモリ３１に記憶される。本実施形態では、基準圧力値がＸ［Ｐａ］に設定される。
【００３７】
　切替スイッチ８２は、図３に図示するように、前面パネル７０の左下方に配置される。
この切替スイッチ８２（切替手段）は、基準圧力値を設定した後に圧力を測定する測定モ
ード（検出モードに相当する。）又は基準圧力値を設定する設定モード（設定モードに相
当する。）に切り替えるためのものである。切替スイッチ８２は、設定モード又は測定モ
ード又に切り替えられると、設定モード切替信号Ｓａ又は測定モード切替信号Ｓｂを、Ｃ
ＰＵ３０に出力する。
【００３８】
　圧力検出部６１は、半導体ダイヤフラムを用いた感圧素子によって構成され、ＣＰＵ３
０及びメモリ３１とともに、センサ本体部６０に格納されている。この圧力検出部６１は
、キャビティ内の内圧が圧力導入ポート６０Ｂを通じて取り込まれると、圧力値に応じた
検出信号Ｓｃを、ＣＰＵ３０に出力する。
【００３９】
　第１表示部１０は、図３に図示するように、前面パネル７０の中央部に設けられる。第
２表示部２０は、図示するように、第１表示部１０の下方であって前面パネル７０に設け
られる。第１表示部１０は、図４に図示するように、２枚の偏光板間に液晶層を有する第
１ＬＣＤ表示板１６（液晶パネルに相当する。）と、当該第１ＬＣＤ表示板１６の背面（
図３の右奥側）に配置されたバックライト１７（第１及び第２の表示用光源に相当する。
）とによって構成される。また、第２表示部２０は、図示するように、第２ＬＣＤ表示板
２６（液晶パネルに相当する。）と、当該第２ＬＣＤ表示板２６の背面（図３の右奥側）
に配置されたバックライト２７（第２表示部表示用光源に相当する。）によって構成され
る。
【００４０】
　各ＬＣＤ表示板１６，２６は、複数に区画された画素毎に制御電圧を印加することによ
り、バックライト１７，２７が光が透過・遮断される。ここでは、各ＬＣＤ表示板１６，
２６は、光が、表示内容部分（数字部分）を透過し、他の部分を透過することなく遮断さ
れる。
【００４１】
　第１ＬＣＤ表示板１６は、測定モードにおいて、ＣＰＵ３０が、測定モード切替信号Ｓ
ｂを受信すると同時に出力する制御信号Ｓ１（図４参照。）に基づいて、制御電圧が印加
される。この第１ＬＣＤ表示板１６は、電流を前記電流路Ｌ１等に流してバックライト１
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７を点灯させると、表示内容（ここでは測定圧力値）を発光表示する。
【００４２】
　第２ＬＣＤ表示板２６は、設定モードにおいて、ＣＰＵ３０が、設定モード切替信号Ｓ
ａを受信すると同時に出力する制御信号Ｓ２（図４参照。）に基づいて、制御電圧が印加
される。この第２ＬＣＤ表示板２６は、電流を前記電流路Ｌ１等に流してバックライト２
７を点灯させると、表示内容（ここでは閾値）を発光表示する。
【００４３】
４．圧力センサの動作
　圧力センサ５０は、ＣＰＵ３０が、切替スイッチ８２が出力した設定モード切替信号Ｓ
ａ又は測定モード切替信号Ｓｂを受信したか否かを判断してモード判別を行い、各モード
に応じた処理を行う。この圧力センサ５０は、ＣＰＵ３０が、前記設定モード切替信号Ｓ
ａを受信して設定モードであると判別した場合には、基準圧力値設定スイッチ８１によっ
て設定された基準圧力値に基づいて、制御信号Ｓ２を第２ＬＣＤ表示板２６に出力する。
これによって、第２ＬＣＤ表示板２６は、光が、表示内容（数字）の部分を透過し、他の
部分を透過することなく遮断される。この圧力センサ５０は、ＣＰＵ３０が、前記制御信
号Ｓ２と同時に、測定圧力値（ここでは、０［Ｐａ］）に基づいて、制御信号Ｓ１を第１
ＬＣＤ表示板１６に出力する。これによって、第１ＬＣＤ表示板１６も、第２ＬＣＤ表示
板２６と同様に、光が、表示内容（数字）の部分を透過し、他の部分を透過することなく
遮断される。
【００４４】
　ＣＰＵ３０は、前記制御信号Ｓ１，Ｓ２と同時に、Ｈレベルの動作信号Ｓ５，Ｓ７（図
１参照。）を、各出力ポートＰ１～Ｐ４から各電流路Ｌ１～Ｌ４に直列に接続されたトラ
ンジスタＴｒ１１，１２，Ｔｒ２１，２２のベースＢ１～Ｂ４に出力する。
【００４５】
　各トランジスタＴｒ１１，１２、Ｔｒ２１，２２は、Ｈレベルの動作信号Ｓ５，Ｓ７が
ベースＢ１～，Ｂ４に入力されてＯＮ状態となる。このトランジスタＴｒ１１等がＯＮ状
態となると、電流が各電流路Ｌ１～Ｌ４を流れ、第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２
が点灯する。
【００４６】
　第２表示部２０は、緑色点灯部２１，２２が第２ＬＣＤ表示板２６を背面から照らすこ
とにより、表示内容（ここでは基準圧力値）を緑色で発光表示する。なお、第１表示部１
０は、第１ＬＣＤ表示板１６が前記制御信号Ｓ１を受信し、電流が電流路Ｌ１～Ｌ４に流
れて赤色点灯部１１，１２及び緑色点灯部１３，１４が点灯することにより、表示内容（
ここでは数字の「０」）を、赤色と緑色を合成した黄色で発光表示する。
【００４７】
　一方、この圧力センサ５０は、ＣＰＵ３０が、前記測定モード切替信号Ｓｂを受信して
測定モードであると判別した場合には、キャビティ内の内圧を圧力検出部６１によって測
定する。この圧力センサ５０は、図５に図示するように、検出信号出力処理（Ｓ１０）を
行う。この検出信号出力処理（Ｓ１０）では、圧力検出部６１が、測定圧力値に応じた大
きさの検出信号ＳｃをＣＰＵ３０に出力する。ＣＰＵ３０は、測定圧力値に基づいた制御
信号Ｓ１を第１表示部１０に、表示内容（ここでは「ＲＵＮ」の文字）に基づいた制御信
号Ｓ２を第２表示部２０に、それぞれ出力する。
【００４８】
　ＣＰＵ３０は、受信した検出信号Ｓｃを測定圧力値に換算するとともに、設定モードに
おいて設定された基準圧力値をメモリ３１から読み出す。このＣＰＵ３０は、図示するよ
うに、測定圧力値が、メモリ３１から読み出した基準圧力値よりも小さいか否かを判断す
る（Ｓ１１）。
【００４９】
　Ｓ１１において、測定圧力値が基準圧力値よりも小さいと判断した場合（真空状態が維
持されている場合）には、ＣＰＵ３０が、緑色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１２）を行う。
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この緑色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１２）では、ＣＰＵ３０が、前記制御信号Ｓ１，Ｓ２
と同時に、Ｈレべルの動作信号Ｓ７（図１参照。）を、出力ポートＰ２，Ｐ４から第２及
び第４電流路Ｌ２，Ｌ４に直列に接続された各トランジスタＴｒ２１，２２のベースＢ２
，Ｂ４に、Ｌレベルの動作信号Ｓ８（図１参照。）を、出力ポートＰ１，Ｐ３から第１及
び第３電流路Ｌ１，Ｌ３に直列に接続された各トランジスタＴｒ１１，１２のベースＢ１
，Ｂ３に、それぞれ出力する。
【００５０】
　トランジスタＴｒ２１，２２は、Ｈレベルの動作信号Ｓ７がベースＢ２，Ｂ４に入力さ
れてＯＮ状態となり、電流が第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４を流れ、第１表示部１０の緑
色点灯部１３，１４が点灯する。これに対し、トランジスタＴｒ１１，１２は、Ｌレベル
の動作信号Ｓ８がベースＢ１，Ｂ３に入力されてＯＦＦ状態となり、電流が第１及び第３
電流路Ｌ１，Ｌ３を流れず、第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２が消灯する。
【００５１】
　第１表示部１０は、緑色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１２）によって、緑色点灯部１３，
１４が第１ＬＣＤ表示板１６を背面から照らすことにより、表示内容（ここでは測定圧力
値）を緑色で発光表示する。なお、第２表示部２０は、第２ＬＣＤ表示板２６が前記制御
信号Ｓ２を受信し、電流が、第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４と並列に接続された緑色点灯
部２１，２２を流れ、当該緑色点灯部２１，２２が点灯することにより、表示内容（ここ
では「ＲＵＮ」の文字）を発光表示する。
【００５２】
　また、前記Ｓ１１において、測定圧力値が基準圧力値よりも大きいと判断した場合（真
空状態が維持されていない場合）には、ＣＰＵ３０が、赤色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１
３）を行う。この赤色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１３）では、ＣＰＵ３０が、前記制御信
号Ｓ１，Ｓ２と同時に、Ｈレベルの動作信号Ｓ５を、出力ポートＰ１，Ｐ３から第１及び
第３電流路Ｌ１，Ｌ３に直列に接続された各トランジスタＴｒ１１，１２のベースＢ１，
Ｂ３に、Ｌレベルの動作信号Ｓ６を、出力ポートＰ２，Ｐ４から第２及び第４電流路Ｌ２
，Ｌ４に直列に接続された各トランジスタＴｒ２１，２２のベースＢ２，Ｂ４に、それぞ
れ出力する。
【００５３】
　トランジスタＴｒ１１，１２は、Ｈレベルの動作信号Ｓ５がベースＢ１，Ｂ３に入力さ
れてＯＮ状態となり、電流が第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３を流れ、第１表示部１０の赤
色点灯部１１，１２が点灯する。これに対し、トランジスタＴｒ２１，２２は、Ｌレベル
の動作信号Ｓ６がベースＢ２，Ｂ４に入力されてＯＦＦ状態となり、電流が第２及び第４
電流路Ｌ２，Ｌ４を流れず、第１表示部１０の緑色点灯部１３，１４が消灯する。
【００５４】
　第１表示部１０は、赤色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１３）によって、赤色点灯部１１，
１２が第１ＬＣＤ表示板１６を背面から照らすことにより、表示内容（ここでは測定圧力
値）を赤色で発光表示する。なお、第２表示部２０は、第２ＬＣＤ表示板２１が前記制御
信号Ｓ２を受信し、電流が、第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３に流れて緑色点灯部２１，２
２が点灯することにより、表示内容（ここでは「ＲＵＮ」の文字）を発光表示する。
【００５５】
５．実施形態１の効果
　本実施形態の表示装置１は、図１に図示するように、第２表示部２０の各緑色点灯部２
１，２２を、第１表示部１０の各赤色点灯部１１，１２と直列に接続されたトランジスタ
Ｔｒ１１，１２及び当該表示部１０の緑色点灯部１３，１４と直列に接続されたトランジ
スタＴｒ２１，２２を接続した第１電流路Ｌ１，第３電流路Ｌ３の電流流通方向（Ｘ方向
）の下流側に直列に接続した。これによって、第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２の
スイッチ手段（トランジスタ）を設ける必要がなく、トランジスタ等の部品点数が増加す
ることを防ぐことができる。
【００５６】
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　この表示装置１によれば、第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３によって、電力を第２表示部
２０の各緑色点灯部２１，２２に供給することができるため、当該電流路Ｌ１，Ｌ３とは
別個の電流路を設けることなく前記第２表示部２０の各緑色点灯部２１，２２に電力を供
給することができ、別個の電流路に電流を流して消費電力が増加することを防ぎながら複
数の表示部（第１表示部１０，第２表示部２０）を設けることができる。
【００５７】
　この表示装置１は、ＣＰＵ３０が、図２に例示するように、第３開閉制御を実行する場
合には、パルス電流Ｐ１３，Ｐ１４の総和及びパルス電流Ｐ１５，Ｐ１６の総和が第１開
閉制御の場合のパルス電流Ｐ１１及びパルス電流Ｐ１２とそれぞれ同じになり、当該パル
ス電流Ｐ１３，Ｐ１４のパルスデューティ及び当該パルス電流Ｐ１５，Ｐ１６のパルスデ
ューティがそれぞれ同じになるようにした。これにより、第２表示部２０の緑色点灯部２
１，２２をパルス電流Ｐ１１及びパルス電流Ｐ１２と同じ電流量であるパルス電流Ｐ１３
，Ｐ１４及びパルス電流Ｐ１５，Ｐ１６によってそれぞれ点灯させることができ、第２表
示部２０を、第１開閉制御の場合と同じ明るさで発光させることができる。
【００５８】
　この表示装置１は、図４に図示するように、第１及び第２表示部１０，２０が、それぞ
れ赤色点灯部１１，１２、緑色点灯部１３，１４及び緑色点灯部２１，２２を備える第１
及び第２ＬＣＤ表示板１６，２６によって構成される。これによって、この表示装置１は
、７セグメント表示部を有する表示装置のように、各セグメント毎に表示用光源を設ける
必要がなく、消費電力（供給電流）を減少させることができるとともに、表示用光源を少
なくして部品点数が増加することを防ぐことができる。
【００５９】
　さらに、この表示装置１によれば、７セグメント表示部を有する表示装置に比べて表示
用光源を少なくすることができるため、第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２、緑色点
灯部１３，１４及び第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２への電気配線が複雑となるこ
とを防ぐことができる。
【００６０】
　また、本実施形態の圧力センサ５０は、ＣＰＵ３０が、前記緑色ＬＥＤチップ点灯処理
（Ｓ１２）及び赤色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１３）により、測定圧力値が基準圧力値よ
りも小さい場合には、測定圧力値を緑色で第１表示部１０に発光表示させ、測定圧力値が
基準圧力値よりも大きい場合には、測定圧力値を赤色で第１表示部１０に発光表示させる
。作業者等は、第１表示部１０の表示色（緑色又は赤色）によって、測定圧力値が基準圧
力値よりも大ききか否かを判別することができる。
【００６１】
　この圧力センサ５０によれば、ＣＰＵ３０が、設定モードの場合には、表示内容（数字
の「０」）を黄色で発光表示するように制御し、測定モードの場合には、前記緑色ＬＥＤ
チップ点灯処理（Ｓ１２）及び赤色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１３）により、測定圧力値
を緑色又は赤色で第１表示部１０に発光表示するように制御する。これにより、この圧力
センサ５０は、第１表示部１０の表示色（黄色又は緑色，赤色）よって、設定モード又は
測定モードに切り替えられていることを報知することができる。
【００６２】
　＜実施形態２＞
　実施形態２の表示装置１Ａを、図６を参照しつつ説明する。ここでは、実施形態１の表
示装置１と同様の構成は同一に符号を付しその説明を省略する。
１．表示装置の構成
　図６は、実施形態２の表示装置１Ａの電気的な構成を示すものである。この表示装置１
Ａは、第２表示部２０Ａが、第１緑色点灯部２１を構成する緑色ＬＥＤチップＧ３と、第
２緑色点灯部２２を構成する緑色ＬＥＤチップＧ３と、第１赤色点灯部２３を構成する赤
色ＬＥＤチップＲ４と、第２赤色点灯部２４を構成する赤色ＬＥＤチップＲ４とを有する
。第１緑色点灯部２１及び第１赤色点灯部２３は、トランジスタＴｒ１１，２１のエミッ
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タ同士の共通接続点よりも電流流通方向Ｘの下流側で、第１電流路Ｌ１と並列に接続され
ている。また、第２緑色点灯部２２及び第２赤色点灯部２４は、トランジスタＴｒ１２，
２２のエミッタ同士の共通接続点よりも電流流通方向Ｘの下流側で、第３電流路Ｌ３と並
列に接続されている。さらに、各点灯部２１～２４は、図示するように、電流流通方向（
Ｘ方向）の下流側で、それぞれＣＰＵ３０Ａの各入力ポートＰ５～Ｐ８と直列に接続され
ている。なお、第１及び第２緑色点灯部２１，２２は第３の表示用光源、第１及び第２赤
色点灯部２３，２４は第４の表示用光源、入力ポートＰ５，Ｐ７は第３スイッチ手段、入
力ポートＰ６，Ｐ８は第４スイッチ手段にそれぞれ相当する。
【００６３】
２．表示装置の動作
　この表示装置１Ａは、第２表示部２０Ａの緑色点灯部２１，２２を点灯させる場合には
、ＣＰＵ３０Ａが、ポート開放信号を入力ポートＰ５，Ｐ７に、ポート閉鎖信号を入力ポ
ートＰ６，Ｐ８にそれぞれ出力することにより、入力ポートＰ５，Ｐ７を開放するととも
に入力ポートＰ６，Ｐ８を閉鎖する。
【００６４】
　次に、ＣＰＵ３０Ａは、Ｈレベルの動作信号Ｓ５を、出力ポートＰ１，Ｐ３に接続され
た各トランジスタＴｒ１１，１２のベースＢ１，Ｂ３に出力する。各トランジスタＴｒ１
１，１２は、Ｈレベルの動作信号Ｓ５が各ベースＢ１，Ｂ３に入力されてＯＮ状態となる
。第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３に直列に接続されたトランジスタＴｒ１１，１２がＯＮ
状態となると、電流が、定電流源１５、赤色点灯部１１，１２、トランジスタＴｒ１１，
１２、緑色点灯部２１，２２を経て入力ポートＰ５，Ｐ７に向けてＸ方向に流れ、第２表
示部２０Ａの緑色点灯部２１，２２及び第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２が点灯す
る。なお、第２表示部２０Ａの緑色点灯部２１，２２は、第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４
に直列に接続されたトランジスタＴｒ２１，２２をＯＮ状態にするとともに入力ポートＰ
５，Ｐ７を開放し、電流を、当該電流路Ｌ２，Ｌ４と並列に接続された電流路Ｌ１，Ｌ３
に流すことにより、点灯させることもできる。
【００６５】
　一方、この表示装置１Ａは、第２表示部２０Ａの赤色点灯部２３，２４を点灯させる場
合には、ＣＰＵ３０Ａが、ポート開放信号を入力ポートＰ６，Ｐ８に、ポート閉鎖信号を
入力ポートＰ５，Ｐ７にそれぞれ出力することにより、入力ポートＰ６，Ｐ８を開放する
とともに入力ポートＰ５，Ｐ７を閉鎖する。
【００６６】
　続いて、ＣＰＵ３０Ａは、Ｈレベルの動作信号Ｓ７を、出力ポートＰ２，Ｐ４に接続さ
れた各トランジスタＴｒ２１，２２のベースＢ２，Ｂ４に出力する。各トランジスタＴｒ
２１，２２は、Ｈレベルの動作信号Ｓ７がベースＢ２，Ｂ４に入力されてＯＮ状態となる
。第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４に直列に接続されたトランジスタＴｒ２１，２２がＯＮ
状態となると、電流が、定電流源１５、緑色点灯部１３，１４、第１及び第３電流路Ｌ１
，Ｌ３と並列に接続された赤色点灯部２３，２４を経て入力ポートＰ６，Ｐ８に向けてＸ
方向に流れ、第２表示部２０Ａの赤色点灯部２３，２４及び第１表示部１０の緑色点灯部
１３，１４が点灯する。なお、第２表示部２０Ａの赤色点灯部２３，２４は、電流路Ｌ１
，Ｌ３に直列に接続されたトランジスタＴｒ１１，１２をＯＮ状態にするとともに入力ポ
ートＰ６，Ｐ８を開放し、電流を、第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３を介して流すことによ
り、点灯させることもできる。
【００６７】
　また、この表示装置１Ａは、第２表示部２０Ａの緑色点灯部２１，２２及び赤色点灯部
２３，２４を点灯させる場合には、ＣＰＵ３０Ａが、ポート開放信号を各入力ポートＰ５
～Ｐ８に出力することにより、各入力ポートＰ５～Ｐ８を開放する。
【００６８】
　その後、ＣＰＵ３０Ａは、Ｈレベルの動作信号Ｓ５を、出力ポートＰ１，Ｐ３に接続さ
れた各トランジスタＴｒ１１，１２のベースＢ１，Ｂ３に出力し、当該トランジスタＴｒ
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１１，１２をＯＮ状態にする。第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３に接続されたトランジスタ
Ｔｒ１１，１２がＯＮ状態となると、電流が、第１電流路Ｌ１と直列に接続された緑色点
灯部２１及び当該電流路Ｌ１と並列に接続された赤色点灯部２３、第３電流路Ｌ３と直列
に接続された緑色点灯部２２及び当該電流路Ｌ３と並列に接続された赤色点灯部２４に流
れ、緑色点灯部２１，２２及び赤色点灯部２３，２４が点灯する。なお、緑色点灯部２１
，２２及び赤色点灯部２３，２４は、第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４に接続されたトラン
ジスタＴｒ２１，２２をＯＮ状態にするとともに入力ポートＰ５～Ｐ８を開放し、電流を
、電流路Ｌ１，Ｌ３及び当該電流路Ｌ１，Ｌ３に並列に接続された赤色点灯部２３，２４
に流すことにより、点灯させることもできる。
【００６９】
３．圧力センサの動作
　この表示装置１Ａを有する圧力センサ５０Ａは、実施形態１の圧力センサ５０と比較し
て、第２表示部２０Ａが第１及び第２緑色点灯部２１，２２に加えて第１及び第２赤色点
灯部２３，２４を有することが異なるのみであるため、当該圧力センサ５０Ａの構成の説
明を省略する。この圧力センサ５０Ａは、設定モードの場合には、制御信号Ｓ１，Ｓ２（
図５参照。）を、それぞれ第１及び第２ＬＣＤ表示板１６，２６に出力する。
【００７０】
　圧力センサ５０ＡのＣＰＵ３０Ａは、設定モードの場合には、前記制御信号Ｓ１，Ｓ２
と同時に、Ｈレベルの動作信号Ｓ５を（図６参照。）を、出力ポートＰ１，Ｐ３から第１
及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３に直列に接続された各トランジスタＴｒ１１，１２のベースＢ
１，Ｂ３に、Ｌレベルの動作信号Ｓ６（図６参照。）を、出力ポートＰ２，Ｐ４から第２
及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４に直列に接続された各トランジスタＴｒ２１，２２のベースＢ
２，Ｂ４に、それぞれ出力する。このＣＰＵ３０Ａは、前記動作信号Ｓ５，Ｓ６を出力す
るとともに、ポート開放信号を、各入力ポートＰ５～Ｐ８に出力することにより、各入力
ポートＰ５～Ｐ８を開放する。
【００７１】
　トランジスタＴｒ１１，１２は、Ｈレベルの動作信号Ｓ５がベースＢ１，Ｂ３に入力さ
れてＯＮ状態となる。このトランジスタＴｒ１１，１２がＯＮ状態となると、電流が第１
及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３を流れ、第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２及び赤色点灯
部２３，２４が点灯する。これに対し、トランジスタＴｒ２１，２２は、Ｌレベルの動作
信号Ｓ６がベースＢ２，Ｂ４に入力されてＯＦＦ状態となる。
【００７２】
　第２表示部２０Ａは、緑色点灯部２１，２２及び赤色点灯部２３，２４が第２ＬＣＤ表
示板２６を背面から照らすことにより、表示内容（ここでは基準圧力値）を黄色で発光表
示する。なお、第１表示部１０は、第１ＬＣＤ表示板１６が前記制御信号Ｓ１を受信し、
電流が第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３に流れ、赤色点灯部１１，１３が点灯して第１ＬＣ
Ｄ表示板１６を背後から照らすことにより、表示内容（数字の「０」）を赤色で発光表示
する。
【００７３】
　また、この圧力センサ５０Ａは、測定モードの場合には、前記緑色ＬＥＤチップ点灯処
理（Ｓ１２）において、ＣＰＵ３０Ａが、前記制御信号Ｓ１，Ｓ２と同時に、Ｈレベルの
動作信号Ｓ７（図６参照。）を、出力ポートＰ２，Ｐ４から第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ
４に直列に接続された各トランジスタＴｒ２１，２２のベースＢ２，Ｂ４に、Ｌレベルの
動作信号Ｓ８（図６参照。）を、出力ポートＰ１，Ｐ３から第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ
３に直列に接続されたトランジスタＴｒ１１，１２のベースＢ１，Ｂ３に、それぞれ出力
する。このＣＰＵ３０Ａは、前記動作信号Ｓ７，Ｓ８を出力するとともに、ポート開放信
号を、入力ポートＰ５，Ｐ７に、ポート閉鎖信号を、入力ポートＰ６，Ｐ８に、それぞれ
出力することにより、当該入力ポートＰ５，Ｐ７を開放するとともに当該入力ポートＰ６
，Ｐ８を閉鎖する。
【００７４】
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　トランジスタＴｒ２１，２２は、Ｈレベルの動作信号Ｓ７がベースＢ２，Ｂ４に入力さ
れてＯＮ状態となり、電流が、第１及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４を流れた後に入力ポートＰ
５，Ｐ７に向けて流れ、第１表示部１０の緑色点灯部１３，１４が点灯する。トランジス
タＴｒ１１，１２は、Ｌレベルの動作信号Ｓ８がベースＢ１，Ｂ３に入力されてＯＦＦ状
態となり、第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２が消灯する。
【００７５】
　第１表示部１０は、緑色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１２）によって、緑色点灯部１３，
１４が第１ＬＣＤ表示板１６を背面から照らすことにより、表示内容（ここでは測定圧力
値）を緑色で発光表示する。なお、第２表示部２０Ａは、ＣＰＵ３０Ａが前記制御信号Ｓ
２を受信し、電流が、第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４から入力ポートＰ５，Ｐ７に向けて
流れ、緑色点灯部２１，２２が点灯して第２ＬＣＤ表示板２６を背後から照らすことによ
り、表示内容（ここでは「ＲＵＮ」の文字）を緑色で発光表示する。
【００７６】
　この圧力センサ５０Ａは、前記赤色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１３）においては、ＣＰ
Ｕ３０Ａが、前記制御信号Ｓ１，Ｓ２と同時に、Ｈレベルの動作信号Ｓ５（図６参照。）
を、出力ポートＰ１，Ｐ３から第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３に直列に接続された各トラ
ンジスタＴｒ１１，１２のベースＢ１，Ｂ３に、Ｌレベルの動作信号Ｓ６を、出力ポート
Ｐ２，Ｐ４から第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４に直列に接続された各トランジスタＴｒ２
１，２２のベースＢ２，Ｂ４に、それぞれ出力する。このＣＰＵ３０Ａは、前記動作信号
Ｓ５，Ｓ６を出力するとともに、ポート開放信号を、入力ポートＰ６，Ｐ８に、ポート閉
鎖信号を、入力ポートＰ５，Ｐ７にそれぞれ出力することにより、当該入力ポートＰ６，
Ｐ８を開放するとともに当該入力ポートＰ５，Ｐ７を閉鎖する。
【００７７】
　トランジスタＴｒ１１，１２は、Ｈレベルの動作信号Ｓ５がベースＢ１，Ｂ３に入力さ
れてＯＮ状態となり、電流が第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３を流れた後に入力ポートＰ６
，Ｐ８に向けて流れ、第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２が点灯する。トランジスタ
Ｔｒ２１，２２は、Ｌレベルの動作信号Ｓ６がベースＢ２，Ｂ４に入力されてＯＦＦ状態
となり、第１表示部１０の緑色点灯部１３，１４が消灯する。
【００７８】
　第１表示部１０は、赤色ＬＥＤチップ点灯処理（Ｓ１３）によって、赤色点灯部１１，
１２が第１ＬＣＤ表示板１６を背面から照らすことにより、表示内容（ここでは測定圧力
値）を赤色で発光表示する。なお、第２表示部２０Ａは、第２ＬＣＤ表示板２１が前記制
御信号Ｓ２を受信し、電流が第１及び第３電流路Ｌ１，Ｌ３から入力ポートＰ６，Ｐ８に
向けて流れ、赤色点灯部２３，２４が点灯して第２ＬＣＤ表示板２６を背後から照らすこ
とにより、表示内容（ここでは「ＲＵＮ」の文字）を赤色で発光表示する。
【００７９】
４．実施形態２の効果
　本実施形態の表示装置１Ａは、図７に図示するように、第２表示部２０Ａの緑色点灯部
２１，２２に直列に接続した入力ポートＰ５，Ｐ７と、当該表示部２０Ａの赤色点灯部２
３，２４に直列に接続した入力ポートＰ６，Ｐ８とを並列に接続した。これにより、ポー
ト開放信号によって各入力ポートＰ５～Ｐ８をすべて開放状態にすることができ、緑色点
灯部２１，２２及び赤色点灯部２３，２４を同時に点灯させて合成した色（黄色）で第２
表示部２０Ａを発光させることができる。
【００８０】
　本実施形態の圧力センサ５０Ａは、設定モードの場合には、基準圧力値を黄色で第２表
示部２０Ａに発光表示させ、測定モードの場合には、「ＲＵＮ」の文字を緑色または赤色
で第２表示部２０Ａに発光表示させる。これにより、この圧力センサ５０Ａは、第２表示
部２０Ａの表示色（黄色又は緑色、赤色）によって、検出モード又は設定モードに切り替
えられていることを報知することもできる。
【００８１】
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　＜他の実施形態＞
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しない範囲
内において構成の一部を適宜変更して実施することができる。
　（１）例えば、図７に図示するように、表示装置１Ｂは、第２表示部２０の緑色点灯部
２１，２２を、第１表示部１０の赤色点灯部１１，１２と直列に接続されたトランジスタ
Ｔｒ１１，１２及び当該表示部１０の緑色点灯部１３，１４と直列に接続されたトランジ
スタＴｒ２１，２２を接続した第１電流路Ｌ１，第３電流路Ｌ３の電流流通方向（Ｘ方向
）の上流側に直列に接続したものであってもよい。この表示装置１Ｂによれば、第１及び
第３電流路によって、電力を第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２に供給することがで
きるため、第１表示部１０の各点灯部に電力を供給する電流路とは別個の電流路を設ける
ことなく第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２に電力を供給することができる。従って
、この表示装置１Ｂには、別個の電流路に電流を流すことなく消費電力が増加することを
防ぎながら複数の表示部（第１表示部１０，第２表示部２０）を設けることができる。
　（２）表示装置１は、第１表示部１０が、２つの点灯部である赤色点灯部１１，１２及
び緑色点灯部１３，１４を備えるものであるが、３つ以上の点灯部を備えるものであって
もよい。
　（３）表示装置１，１Ａは、トランジスタＴｒ１１，１２及びトランジスタＴｒ２１，
２２を、第２表示部２０の緑色点灯部２１，２２の電流流通方向（Ｘ方向）の上流側に設
けているが、当該緑色点灯部２１，２２の電流流通方向（Ｘ方向）の下流側に設けたもの
であってもよい。
　（４）実施形態１の表示装置１は、定電流源１５を設けず、並列に接続された第２表示
部２０の第１及び第２緑色点灯部２１，２２を、抵抗を介して接地したものであってもよ
い。
　（５）この表示装置１は、ＣＰＵ３０が、第１表示部１０を黄色で発光させるため、パ
ルス電流Ｐ１３，Ｐ１４のパルスデューティ及びパルス電流Ｐ１５，Ｐ１６のパルスデュ
ーティがそれぞれ同じになるようにしたが、第１表示部１０の発光色に合わせ、パルス電
流Ｐ１３とパルス電流Ｐ１４の総和及びパルス電流Ｐ１５とパルス電流Ｐ１６の総和が、
それぞれ第１開閉制御の場合のパルス電流Ｐ１１の電流量及びパルス電流Ｐ１２の電流量
と同じになるように、パルス電流Ｐ１３，Ｐ１４のパルスデューティ及びパルス電流Ｐ１
５，Ｐ１６のパルスデューティをそれぞれ変更することもできる。
　（６）この表示装置１は、ＣＰＵ３０が、第２開閉制御の場合には、第１開閉制御の場
合と同様に、第２及び第４電流路Ｌ２，Ｌ４と直列に接続された第１及び第２緑色点灯部
１３，１４を流れるパルス電流が、電流流通方向（Ｘ方向）の下流側で当該電流路Ｌ２，
Ｌ４とそれぞれ並列に接続された第２表示部２０の第１及び第２緑色点灯部２１，２２を
流れるようにすることもできる。
　（７）圧力センサ５０，５０Ａは、切替スイッチ８２によって設定モード又は測定モー
ドに切り替えることができるが、切替スイッチ８２を設けず、常時測定モードに設定され
たものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】本発明の実施形態１に係る表示装置の電気回路図
【図２】同表示装置のタイムチャート
【図３】同表示装置を有する検出センサの斜視図
【図４】同表示装置の電気的な構成を示すブロック図
【図５】測定モードにおける第１表示部の緑色及び赤色ＬＥＤチップの点灯処理に関する
フローチャート
【図６】実施形態２に係る表示装置の電気回路図
【図７】他の実施形態に係る表示装置の電気回路図
【符号の説明】
【００８３】
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１，１Ａ，１Ｂ…表示装置
１０…第１表示部
１１…第１表示部の第１赤色点灯部（第１の表示用光源）
１２…第１表示部の第２赤色点灯部（第１の表示用光源）
１３…第１表示部の第１緑色点灯部（第２の表示用光源）
１４…第１表示部の第２緑色点灯部（第２の表示用光源）
１６…第１ＬＣＤ表示板
２０，２０Ａ…第２表示部
２１…第２表示部の第１緑色点灯部（第２表示部表示用光源、第３の表示用光源）
２２…第２表示部の第２緑色点灯部（第２表示部表示用光源、第３の表示用光源）
２３…第２表示部の第１赤色点灯部（第２表示部表示用光源、第４の表示用光源）
２４…第２表示部の第２赤色点灯部（第２表示部表示用光源、第４の表示用光源）
２６…第２ＬＣＤ表示板
３０，３０Ａ…ＣＰＵ（開閉制御手段、判定手段、表示制御手段）
６１…圧力検出部（検出手段）
８１…基準圧力値設定スイッチ
Ｐ５，Ｐ７…入力ポート（第３スイッチ手段）
Ｐ６，Ｐ８…入力ポート（第４スイッチ手段）
Ｔｒ１１，１２…トランジスタ（第１スイッチ手段）
Ｔｒ２１，２２…トランジスタ（第２スイッチ手段）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】
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